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第第 11 章章  

第４ ＤＸの推進 
 

１ ＤＸに係る取組 

 

東京都では、「シン・トセイ 都政の構造改革ＱＯＳ

アップグレード戦略」を令和３年３月に公表後、毎年

度「シン・トセイ」戦略を更新し、ＤＸの推進を梃子

とした構造改革を進めている。 

水道事業においても、気候変動や自然災害はもとよ

り、労働力人口の減少や感染症が発生する状況でも、

高度化するお客さまのニーズに的確に応え、事業を継

続していくために、より効率的・効果的に事業運営を

行っていく必要がある。 

当局では、これまでもＩＣＴ活用に向けた取組を進

めてきたが、都全体の動きを踏まえ、ＩＣＴ活用を更

に推進するとともに、ＤＸの推進に向け、「シン・トセ

イ」戦略に係る取組にも、積極的に取り組んでいくこ

ととしている。 

 

（１）東京都水道局ＩＣＴ戦略検討・活用推進委員会 

 

 平成 30年１月、当局におけるＩＣＴの活用を戦略的

に検討・推進していくことを目的に、東京都水道局Ｉ

ＣＴ戦略検討・活用推進委員会（以下、「委員会」とい

う。）を設置した。 

 委員会では、浄水・給水などのインフラ施設、建設

等におけるＩＣＴ戦略検討及び活用推進を検討する技

術系部会のほか、徴収業務などのお客さまサービスや

働き方改革におけるＩＣＴ戦略検討及び活用推進を検

討する事務系部会を置き、様々な側面からＩＣＴの活

用・ＤＸの推進に取り組んでいる。 

 

（２）水道ＩＣＴ情報連絡会 

 

 横浜市、大阪市等をはじめとした 19の水道事業体と

共同開催する水道ＩＣＴ情報連絡会では、水道事業体

間での情報共有を行うとともに、民間企業が保有する

新技術について提案を受け、局事業に活用可能な新規

施策の発掘を行っている。 

 

 

（３）「シン・トセイ」戦略に係る取組 

 

 「シン・トセイ」戦略に係る取組として、これまで

押印廃止や手続のデジタル化などに取り組んでおり、

規定等で定めていた押印の約半数を廃止するとともに、

令和５年度末70％を目標とした手続きデジタル化に向

けた取組を進めている。 
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